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1 研究背景と目的 

 
我が国の沿海域では、磯・浜近傍の非常に限られた

領域内に住居や施設を密集させた漁業集落を多くみ

ることができる。 

これら沿岸域集落には様々な型で展開している水

産業(漁業)を生業とする者が多く居住している。ま

た、生活様式に合わせて自力更新(増改築)された建築

物からは、漁業活動を通した柔軟な相互扶助機能がい

まだ慣習的に働いていることが伺える。 

本研究は、このように形成・維持され続けている自

然発生的集落を対象に、その空間構造や生成原理に触

れることで空間の論理を再考する契機を得ることを

目的としている。 

 

2 研究概要 

 
2-1 研究対象地域 

研究対象地域は、京都府丹後半島東北部の入江に位

置する。対象地を含む湾の出入り口には離島が浮か

び、日本海にありながらも外灘の荒波に晒されること

なく静かな波面を保っている。 

その海面に直接接するように立ち並ぶ伊根沿海集

落は、山と海に挟まれた極めて狭隘な空間に位置し、

集落内を道路敷設の唯一の道が縦貫する沿岸域集落

である。 

山側には耕地や生活の場として用いられる主屋が

軒を連ね、海側には舟の格納庫、出漁準備の作業場、

漁具置き場、網干し場、住居を(主に2階部分に)兼ね

た舟屋や倉庫が並んでおり、多くの人々が細い一本道

を行き来しながら生活している。 

このように特異な生活環境下にある伊根沿岸域集

落の一地区を選定し分析を行う(図1)。 

 

2-2 研究方法 

居住者間における離散・集合の機会が多い高密度な

集落空間において、個が近隣社会との共同的生活を確

保・維持する仕組みを明らかにするため、①住居その

ものがもともと持っている空間構造、並びに②人が家

に住み着き他者(周囲)と反応しないかぎり起こりえ

ない動的な住居の側面とを、「室」の配列・分割・合

成・選択・分布などの要素から考察する。 

 なお、分析はすべて現地実測調査で採取した間取り

図の記述に従い行う(調査：2006年9月/2007年9月実

施)。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報における室の定義については、壁や可動間仕切

りによってできる「住居内の区切られた区画」を指す

ものとし、特に自由意志によって平易に開閉できる空

間の総称として扱う(図2)。よって廊下などの室と室

に挟まれてできた場所についても開閉の選択性があ

ると判断できる場合、室として同様に扱う。なお、家

具による仮囲いや、押入れなど、半開放の場や心身に

苦痛を伴うような作り付けの場は除くものとする。 
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図1 間取りを採取した住居のプロット 



2-3 分析方法 

 住居内部空間における、「室」の構成を把握するにあた

り以下の分析を行う。 

 

① 室と室の配列を連結グラフによって求める。この場

合、室と室との隣接関係をより明確にするためサイク

ル(閉路)のない木(tree)を使用する(図3)。ここで求

められるものは、各室にアプローチする際の最短経路

であり、このとき、各住居本来の室の構成を示すため

にアプローチの障害になるような家具や、同一フロア

内の段差は考慮しない。また、各世帯の住居利用方法

による空間構成の違いを防ぐ為、壁と敷居の区画によ

って各室が閉じられていることを想定し、分析を行

う。 

② 間仕切り(戸やドア)の有無を考慮に入れた空間の合

成に関する分析。このとき例え、床に敷居やレールが

確認できようとも、戸のない室同士は一室と見做す。

③ ②に日常的に使用される家具などの物品が置かれた

ことを想定し、室の分割について分析を行う(図4)。

 

木の始点を屋内と屋外の境界である玄関の敷居とする。

なお、上下の移動を伴う一階と二階を区別し、分けて分析

を行う。この場合、二階における分析始点は、階段と二階

床との境とする(二階そのものを開閉可能な一室と捉えた

ことによる)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1回
SM1 1 1
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2 1
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━
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━
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2 1
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2 1

SMF14 1 1
2 1
3 1

SF15 1 1
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2 1

━

SF18 1 1
2 1

SF19 1 1
2 1

SF20 1 1
2 1

SF21 1 1
2 1

SF22 1 1
2 1

━

SF24 1 1
2 1

階数建築形式

図2 台所側の襖が取り外されていた場合の１室 

図3 ツリーによる部屋の分節例 

特に、開口部の仕様が引き戸で

あった場合、少しの開口部で会

話を行うことができると考えた。

よって、本稿における分析にお

いては、100％進行が不可能、

つまり全面が家具によってふさ

がれている場合のみ、迂回路と

して隣室へ回り込むかたちをと

っている。 

 

表1 室の序列と分布
→ 3回 → 5回 → 7回
3 3,2,1,1, 1 1

2 2

1 12

,1, 1,1, 7 8
3 1 4 5

1 3 2,2, 2,1, 11 12
3 2 5 6

2 2,2, 2 8
4 1

9
,1, 6 7

1 4 1,1,1, 8 9
2 1 1 4 5

3 2,2,1 2,1, 11 12
3 1,1,1, 1 7

5 2

8

,1,1,1, 10 11
1 2 1,1, 5 6

4 3,1,1, 1 1
0 1

4 2

0 11

,2,1, 1 1
2 2 3

0 11

2 2,1, 2 7
3 1 4 5

8

2 1 1 1 5 6
2 1 3 4

1 4 2,1,1,1, 1 11
1 1 2 3

12

2 1 3 4
4 4 5

5 2 2,1 1
2 1 1 4 5
2 2 3

4 1

0 11

,1,1, 7 8
4 4 5

4 4 5
4 4 5
1 1 2

5 5 6
3 2 5 6

3 4 7 8
4 1,1, 6 7

1 1 2
2 2 3

3 1,1, 1 6
3 3 4

3 3 4
1 2 2 2 7 8
4 4 5

3 1 4 5
2 1 3 4

6 1 1 8 9

4 3 1 1 9 10
1 1 2

3 2

7

,1, 1,1,2, 10 11
2 1 3 4
1 1 1 3 4

4 1,1, 6 7
0 1

2 1 3 4

1 1 2 2 6 7
2 1 1 4 5
1 1 2

1 1 2 4 5
3 1 4 5

2 2 2,1, 7 8
4 1 1 6 7

1 1 2
2 1,1, 4 5

1 1 2
4 4 5

1 1 2
2 1 3 4

5 1 6 7
2 1 3 4

2 1 2 2 2,1, 1 11 12
5 2,1, 8 9

敷居の数 室総数
敷居跨ぎ回数および回数あたりの到達室数
図4 家具設置に伴う進行<可・不可>の決定

1 1 2
5 1 6 7



1回 → 3回 → 5回 → 7回
SM1 1 1 3 3,2,1,1, 1 1

SM3 1 1 3 1 4 5
2 1 2 1 3 4

SM4 1 1 1 3 2

1 12

,2, 2,1, 11 12
2 1 3 3 4

━

SM6 1 1 2 2,1, 2 7
2 1 4 1

8
,1, 6 7

SM7 1 1 1 4 1,1,1, 8 9
2 1 2 1 1 4 5

━

SM9 1 1 3 2,2,1 2,1, 11 12
2 1 2 2 1 5 6

SM10 1 1 5 2,1,1,1, 10 11
2 1 1 2 1,1, 5 6

SM11 1 1 4 2,1,1, 1 9
2 1 0 1

SM12 1 1 5 2 1 8 9
2 1 2 2 3

━

━

SM17 1 1 2 2

10

,1, 2 7
2 1 3 3 4

━

━

SM20 1 1 2 1 1 1 5 6
2 1 1 1 2

━

━

SM23 1 1 1 4 2

8

,1,1,1, 10 11
2 1 1 1 2 3

━

SF 1 1 1 2 1 3 4
2 1 3 3 4

SMF2 1 1 3 2 2,1 8
A 2 1 2 1 3 4
B 2 1 1 1 2

SF 3 1 1 4 1

9

,1, 6 7
2 1 1 1 2

SF 4 1 1 4 4 5
2 1 4 4 5
3 1 0 1

SF5 1 1 5 5 6
2 1 3 3 4

SF6 1 1 3 4 7 8
2 1 4 1 5 6

SF7 1 1 1 1 2
2 1 2 2 3

SF8 1 1 3 1,1, 1 6
2 1 3 3 4

SF9-A 1 1 3 3 4
SF9-B 1 1 1 2 2 2 7 8
ＳＦ9 2 1 4 4 5

4
SF10 1 1 3 1 4 5

2 1 2 2 3

SF11 1 1 4 1 1 6 7

SF12 1 1 4 3 7 8
2 1 1 1 2

SMF13A 1 1 3 2

7

,1, 1,1,2, 10 11
2 1 2 1 3 4
2 1 1 1 1 3 4

SMF13B 1 1 4 1,1, 6 7
2 1 0 1
2 1 2 1 3 4

SMF14 1 1 1 3 4 5
2 1 2 1 3 4
3 1 0 1

SF15 1 1 1 1 2 4 5
2 1 3 1 4 5

SF16 1 1 2 2 2,1, 7 8
2 1 4 1 5 6

━

SF18 1 1 1 1 2
2 1 2 1,1, 4 5

SF19 1 1 1 1 2
2 1 4 4 5

SF20 1 1 1 1 2
2 1 2 2 3

SF21 1 1 5 1 6 7
2 1 2 1 3 4

SF22 1 1 2 2 2 2,1 1 10 11
2 1 5 2,1, 8 9

━

SF24 1 1 1 1 2
2 1 5 1 6 7

敷居跨ぎ回数および回数あたりの到達室数
跨ぎ回数 室総数建築形式 階数

表2 建具の取り外しと空間構成の関係 

 

 

 

 
 

  

1 回 → 3 回 → 5 回 → 7 回

S M 1 1 1 3 2 , 2 , 1 , 1 , 1 1 1 1 1 2

S M 3 1 1 2 2 4 5

2 1 2 1 3 4

S M 4 1 1 1 3 2 , 1 , 1 , 1 , 1 , 1 , 1 1 1 2

2 1 3 3 4

━

S M 6 1 1 2 2 , 1 , 2 7 8

2 1 3 2 , 1 6 7

S M 7 1 1 1 4 1 , 1 , 1 , 8 9

2 1 2 1 1 4 5

━

S M 9 1 1 3 2 , 2 , 1 2 , 1 , 1 1 1 2

2 1 2 2 1 5 6

S M 1 0 1 1 5 2 , 1 , 1 , 1 , 1 0 1 1

2 1 1 2 1 , 1 , 5 6

S M 1 1 1 1 4 2 , 1 , 1 , 1 9 1 0

2 1 0 1

S M 1 2 1 1 5 2 1 8 9

2 1 2 2 3

━

━

S M 1 7 1 1 2 2 , 1 , 2 7 8

2 1 3 3 4

━

━

S M 2 0 1 1 2 1 1 1 5 6

2 1 1 1 2

━

━

S M 2 3 1 1 1 3 2 , 2 , 1 , 1 1 0 1 1

2 1 1 1 2 3

━

S F  1 1 1 2 1 3 4

2 1 2 1 3 4

S M F 2 1 1 3 2 2 , 1 8 9

A 2 1 2 1 3 4

B 2 1 1 1 2

S F  3 1 1 4 1 , 1 , 6 7

2 1 1 1 2

S F  4  1 1 4 4 5

2 1 4 4 5

3 1 0 1

S F 5  1 1 5 5 6

2 1 3 3 4

S F 6 1 1 3 4 7 8

2 1 4 1 5 6

S F 7 1 1 1 1 2

2 1 2 2 3

S F 8 1 1 3 1 , 1 , 1 6 7

2 1 3 3 4

S F 9 - A 1 1 3 3 4

S F 9 - B 1 1 1 2 2 2 7 8

Ｓ Ｆ9 2 1 4 4 5

S F 1 0 1 1 3 1 4 5

2 1 2 2 3

S F 1 1 1 1 4 1 1 6 7

S F 1 2 1 1 4 1 , 1 , 2 , 1 1 1 0 1 1

2 1 1 1 2

S M F 1 3 A 1 1 3 2 , 1 , 1 , 1 , 2 , 1 0 1 1

2 1 2 1 3 4

2 1 1 1 1 3 4

S M F 1 3 B 1 1 4 1 , 1 , 6 7

2 1 0 1

2 1 2 1 3 4

S M F 1 4 1 1 1 3 4 5

2 1 2 1 3 4

3 1 0 1

S F 1 5 1 1 1 1 2 4 5

2 1 3 1 4 5

S F 1 6 1 1 2 2 2 , 1 , 7 8

2 1 4 1 5 6

━

S F 1 8 1 1 1 1 2

2 1 2 1 , 1 , 4 5

S F 1 9 1 1 1 1 2

2 1 4 4 5

S F 2 0 1 1 1 1 2

2 1 2 2 3

S F 2 1 1 1 5 1 6 7

2 1 2 1 3 4

S F 2 2 1 1 2 2 2 2 , 1 1 1 0 1 1

2 1 5 2 , 1 , 8 9

━

S F 2 4 1 1 1 1 2

2 1 5 1 6 7

建築形式 階数 敷居の数 室総数
敷居跨ぎ 回数お よび 回数あ た り の到達室数

表3 居住者による室の並び替え 



 

3 分析結果 

3-1 室数と位置 

主屋においては三層目の空間から室が細かく分かれて

いることがわかる。その組み合わせは、2,1,1,1,や、

3,1,1,1,など、複数の1で形成されている(表1)。 

舟屋二階においては二層目の空間、つまりは玄関の敷居

を越えた、次の室がこれにあたる(表1)。また、舟屋一階

においては、三層目に選択肢の乏しいいくつかの室が残さ

れるに留まる。 

つまり、主屋においては二層目、舟屋においては一層目

の室において、建具を取り外すことで複数の室を合成する

ことが可能であると考えられる。 

また、舟屋兼住居の一階と、主屋の一階には10以上の室

が存在している。 

 

3-2 建具取り外しによる室の事例 

 とくに、舟屋ニ階においては建具をはずし、いくつかの

室を合成している(表2)(表4)。また、主屋・舟屋双方に関

して、戸がはずされ室の合成が行われる室は、室数に関わ

らず1～3層目に位置している室であることがわかる(表

2)。これら建具の取り外しが行われた住居においては

〔3-1〕でみられたような傾向はあまりみられなくなる(表

2)。ただし、〔3-1〕において指摘したような複数の室の

合成というよりも、末端に残された一室と、その手前の一

室による合成であると考えられる。 

また、建具の取り外しを行った住居と対面する住居もま

た、建具を取り外していることがわかる(図1)(表2)。 

 

3-3 家具設置による室の事例 

 戸口に家具を置くのは、ほとんどが主屋の一階である

(表4)。とくに、その傾向は主屋の一階、1～3層目にある

室においてであり、家具の配置が壁となり迂回せざるを得

ない室がみられる(表3)。この場合、家具を戸口に置かれ

た室は通常よりもさらに1～2室ほど室を通過しないこと

には到達できなくなる。 

 これらの事例のいくつかには、建具の取り外しを行った

住居も含まれる。

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

本報で得られた知

①主屋においては

プローチするとき

②建築様式に関わ

に主屋においては

を取り外し、室を

③隣室との境に家

ほとんどは主屋一

 

室構成の変更が

室の順列に影響を

て，住居が本来保

境の変化に適応し
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表4 室の取り扱い

 

見を以下にまとめる。 
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建具取り外し＋家具設置取件数 建具の取り外し 戸口に家具を設置
5 4 1
5 1 0
0 0 0
4 1 1

0 0

6 1 1
1 0 0

1 0 0

2 0 0
3




